
法
然
と
静
照
の
浄
土
教
―
四
十
八
願
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
―

齋

藤

蒙

光

は
じ
め
に

筆
者
は
近
年
、
法
然
と
源
信
・
永
観
・
珍
海
な
ど
の
平
安
期
の
浄
土
教
者
と
の
思
想
的
関
連
性
を
読
み
解
く
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
中
で
、
法
然
が
主
著
『
選
択
集
』
に
記
す
「
偏
依
善
導
一
師
」
と
は
、
善
導
以
外
の
諸
師
の
教
説
を
全
て
廃
捨
す
る
こ
と
を
意
味
す
る

訳
で
は
な
く
、
そ
の
本
願
念
仏
説
を
唯
一
の
基
準
と
し
て
、
浄
土
三
部
経
の
み
な
ら
ず
諸
師
の
浄
土
教
書
の
内
容
ま
で
を
も
、
取
捨
お
よ
び

会
通
し
て
い
く
、
と
い
う
態
度
の
表
明
で
あ
る
こ
と
を
一
貫
し
て
主
張
し
て
き
た
。

今
回
は
天
台
宗
の
学
僧
・
静
照
（
―
一
〇
〇
三
）
に
注
目
し
た
い
。
静
照
は
、
恵
心
僧
都
源
信
（
九
四
二
―
一
〇
一
七
）
と
ほ
ぼ
同
時
代

の
人
で
あ
る
。
現
存
す
る
浄
土
教
関
連
の
主
な
著
作
と
し
て
、
正
歴
一
年
（
九
九
〇
）
に
成
立
し
た
１
、『
無
量
寿
経
』
所
説
の
阿
弥
陀
仏
の

四
十
八
願
に
つ
い
て
注
釈
す
る
『
阿
弥
陀
如
来
四
十
八
願
釈
』（
以
下
、『
四
十
八
願
釈
』
と
略
す
）
と
、
お
そ
ら
く
そ
れ
以
前
に
成
立
し
た
２
、

『
観
経
』
定
善
十
六
観
に
つ
い
て
解
説
す
る
『
極
楽
遊
意
』
と
が
あ
る
。
特
に
『
四
十
八
願
釈
』
の
本
願
解
釈
に
は
、
浄
土
宗
祖
・
法
然
房
源

空
（
一
一
三
三
―
一
二
一
二
）
の
先
駆
を
な
す
点
が
多
々
存
在
す
る
こ
と
が
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
３
、
両
者
の
思
想
的
関

連
性
に
つ
い
て
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
今
回
、
法
然
が
静
照
の
本
願
解
釈
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
る
の
か
、
読
み

解
い
て
い
き
た
い
。

法
然
と
静
照
の
浄
土
教
―
四
十
八
願
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
―

一
九



一
．
静
照
の
浄
土
教
思
想
の
特
徴

ま
ず
は
先
行
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
静
照
の
浄
土
教
思
想
の
特
徴
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。

①
観
想
・
称
名
の
兼
行
を
基
本
的
立
場
と
す
る

『
極
楽
遊
意
』
で
は
、
第
九
「
無
量
寿
仏
身
想
」
釈
に
お
い
て
、「
仏
心
」
す
な
わ
ち
大
慈
悲
心
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

こ
の
故
に
真
如
を
深
達
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
衆
生
い
よ
い
よ
悲
し
む
。
深
く
衆
生
を
悲
し
め
ば
、
真
如
い
よ
い
よ
顕
る
。（
中
略
）
真
如

は
即
ち
慈
悲
な
り
、
慈
悲
は
即
ち
真
如
な
り
。
一
理
は
即
ち
三
智
な
り
、
三
智
は
即
ち
一
理
な
り
。
三
諦
は
即
ち
不
縦
不
横
な
り
。
慈

悲
は
す
で
に
爾
な
り
、
身
相
ま
た
爾
な
り
、
仏
心
ま
た
爾
な
り
。
我
及
び
衆
生
ま
た
爾
な
り
、
乃
至
、
色
香
、
中
道
に
非
ざ
る
は
無
し
。

法
界
に
周
遍
す
れ
ば
、
即
ち
無
断
無
尽
な
り
と
〈
云
云
〉。
是
の
如
く
、
如
来
を
観
じ
て
甚
だ
希
有
な
り
と
為
す
。
応
当
に
是
の
如
く
彼

の
仏
心
を
知
る
べ
し
。
若
し
委
細
を
欲
せ
ば
、

止
観
を
学
ぶ
べ
し

。
４

大
慈
悲
と
は
真
如
で
あ
り
、
一
理
は
三
智
な
の
だ
と
解
釈
し
、
空
・
仮
・
中
の
三
諦
が
仏
の
み
な
ら
ず
、
衆
生
や
法
界
に
遍
満
し
て
い
る
こ

と
を
観
じ
る
よ
う
に
説
く
。
静
照
の
念
仏
が
基
本
的
に
は
『
摩
訶
止
観
』
に
基
づ
く
こ
と
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
第
十
六
「
下
輩
生
観
」
に
お
い
て
は
、「
ま
た
か
の
愚
人
は
、
一
生
悪
を
造
る
も
、
臨
終
に
称
念
す
れ
ば
、
な
お
往

生
を
得
る
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
５
が
、「
故
に
下
生
の
観
に
つ
い
て
必
ず
成
就
を
得
る
」
と
、「
下
品
下
生
」
の
記
述
そ
の
も
の
が
観
想
行

と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
成
不
成
に
つ
い
て
は
天
台
止
観
を
参
考
と
す
る
よ
う
説
か
れ
て
い
る
６
。

一
方
、『
四
十
八
願
釈
』
に
お
い
て
は
、
観
想
に
対
す
る
言
及
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
静
照
は
そ
の
冒
頭
で
、
自
身
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

『
双
巻
無
量
寿
経
』
ニ
具
ニ
説
ク二

阿
弥
陀
ノ
四
十
八
願
ヲ一

矣
。
僕
ハ
願
二

楽
ス
ル
極
楽
ヲ一

之
人
、
常
ニ
恐
三

其
不
二

必
然
ナ
ル

一

故
ニ
、
学
二

習
シ
テ
想
観
之

共
生
文
化
研
究

第
五
号

二
〇



義
ヲ一

、
結
二

縁
ス
念
仏
之
人
一
７
。

往
生
が
不
確
定
で
あ
る
こ
と
を
恐
れ
、
観
想
を
学
習
し
つ
つ
も
、
称
名
と
結
縁
す
る
の
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
か
ら
も
、
静
照
に
お

い
て
は
観
想
・
称
名
が
共
存
し
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

②
「
同
居
土
」
の
極
楽
浄
土
を
高
く
位
置
付
け
る

静
照
は
『
四
十
八
願
釈
』
前
半
の
「
総
論
」
に
お
い
て
、
極
楽
に
関
す
る
問
答
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
第
三
問
答
に
お
い
て
、「
阿
弥
陀

仏
、
普
摂
二

衆
機
ヲ一

、
不
レ

捨
二

凡
下
一

、
欲
レ

令
二

皆
生
一

。
既
知
、
九
品
往
生
８
」
と
、
極
楽
に
は
九
品
の
差
別
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
凡
夫
と
菩

薩
の
い
ず
れ
も
が
往
生
し
得
る
の
だ
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
極
楽
の
「
遊
楽
歓
娯
」
は
無
漏
で
あ
り
、
そ
の
全
て
が
妙
法
を
な
す
の
だ
と

論
じ
た
上
で
、
次
の
よ
う
な
問
答
を
記
す
。

若
爾
応
三

唯
宣
二

説
妙
法
一

。
何
故
、
復
、
須
ヰ
ル

二

五妙
又

玄絋
乎

之
楽
一

。

此
亦
不
レ

然
。
依
二

因
宿
因
一

、
入
二

法
門
一

故
ニ
。
復
次
五
玄
向
ハレ

悪
、
聖
ノ
所
ナ
リ

二

呵
責
一

。
五
玄
助
レ
道
、
聖
モ
亦
不
レ

棄
。
如
シ二

退
法
性
ノ
要

具
カ二

五
縁
一
云

云
。
復
次
、
五
玄
妙
楽
、
聞
者
歓
喜
ス
。
同
居
ノ
浄
土
、
善
愛
潤
レ

生
ヲ
。
若
得
レ

生
ヲ
已
レ
ハ
、
不
ス
ト

レ

受
二

生
着
ヲ一
云

云
９
。

な
ぜ
直
接
に
妙
法
を
宣
説
せ
ず
、
五
識
の
対
象
と
な
る
妙
楽
を
介
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
問
い
を
立
て
、
第
一
の
答
と
し
て
、
浄
土
に
お

け
る
五
楽
は
仏
道
修
行
を
妨
げ
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
を
補
助
す
る
か
ら
だ
と
答
え
る
。
そ
し
て
第
二
に
、「
同
居
の
浄
土
」
で
あ
る
か
ら
、
娑
婆

の
凡
夫
に
も
願
往
生
心
を
発
さ
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
五
楽
の
あ
る
こ
と
を
説
く
必
要
が
あ
る
の
だ
と
論
じ
る
。
同
居
土
と
い
う

語
は
、
浄
土
の
中
で
も
位
の
低
い
応
土
を
連
想
さ
せ
る
が
、
静
照
は
次
の
よ
う
に
問
答
を
続
け
る
。

他
師
云
、「
彼
ハ
此
ハ
受
用
土
ナ
リ
」。『
観
経
』
ニ
ハ

云
二

「
八
万
四
千
相
好
」
ト一

、『
心
地
観
経
』
云
二

「
報
身
八
万
四
千
相
好
」
一

耶
。
忽
ニ
云
二

「
同
居
」
一

。

法
然
と
静
照
の
浄
土
教
―
四
十
八
願
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
―

二
一



釈
曰
。
応
シ二

先
反
質
一

。『
観
経
』
云
「
華
座
八
万
四
千
葉
」、『
心
地
観
』
云
「
初
地
百
葉
蓮
台
」。
何
意
亦
云
二

「
初
地
受
用
身
」
一

。
然

凡
夫
往
生
、
本
願
炳
然
。
莫
下

乖
テ二

医
師
ヲ一

而
信
中

病
心
下
云

云
。『
心
地
観
経
』
且
分
二

勝
劣
一

、
不
レ

遮
二

同
居
土
一
１
０
。

静
照
は
問
い
に
お
い
て
、
懐
感
の
『
群
疑
論
』
巻
一
の
「
他
受
用
ノ
身
土
ト
ハ
、
為
ニ二

初
地
已
上
ノ
諸
大
菩
薩
ノ一

、
用
テ二

平
等
性
智
ヲ一

、
撃
二

発
⑩

鏡
智
ノ

利
他
ノ
功
徳
ヲ一

、
随
テ二

其
所
応
ニ一

現
二ス
ル
ヲ
一
分
ノ
細
相
ヲ一

、
為
二

他
受
用
身
土
ノ
体
性
ト一
１
１
」
と
い
う
説
に
触
れ
、『
観
経
』
真
身
観
の
「
八
万
四
千

相
好
」
と
い
う
記
述
と
、『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
巻
二
の
「
二
者
如
来
他
受
用
身
、
具
二

足
八
万
四
千
相
好
一

。
居
二

真
浄
土
一

説
二

一
乗
法
一

。

令
三

諸
菩
薩
受
二

用
大
乗
微
妙
法
楽
一
１
２
」
と
い
う
文
と
を
引
用
す
る
。
す
な
わ
ち
、
八
万
四
千
の
相
好
を
具
え
る
受
用
身
の
浄
土
は
初
地
以

上
の
大
菩
薩
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、凡
夫
は
往
生
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
問
う
の
で
あ
る
。
そ
の
答
に
お
い
て
静
照
は
、『
心
地
観
経
』

に
続
け
て
記
さ
れ
る
「
一
切
如
来
、
為
レ

化
二

十
地
諸
菩
薩
衆
一

、
現
二

於
十
種
他
受
用
身
一

。
第
一
仏
身
、
坐
二

百
葉
蓮
華
一

、
為
二

初
地
菩
薩
一

説
二

百
法
明
門
一

」
と
い
う
一
文
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
心
地
観
経
』
に
お
い
て
は
、
十
地
ま
で
の
菩
薩
に
応
じ
て
十
段
階
の
受
用
土

が
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
、
初
地
の
菩
薩
の
た
め
の
受
用
土
に
は
「
百
葉
」
の
蓮
華
が
あ
る
と
い
う
。
蓮
華
の
花
弁
は
、
第
二
地
の
た

め
の
受
用
土
で
あ
れ
ば
千
葉
、
第
三
地
で
あ
れ
ば
一
万
葉
と
、
次
第
に
増
え
て
い
く
た
め
、「
八
万
四
千
葉
」
の
華
座
を
有
す
る
『
観
経
』
所

説
の
極
楽
浄
土
は
、
初
地
の
菩
薩
で
す
ら
往
生
す
る
こ
と
の
難
し
い
、
次
元
の
高
い
受
用
土
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
静
照
は
そ
の
よ
う
に
論

じ
た
上
で
、「
本
願
炳
然
」
と
、
本
願
力
を
根
拠
と
す
る
凡
夫
往
生
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
１
３
。

③
四
十
八
願
の
解
釈
に
お
い
て
、
法
蔵
菩
薩
の
慈
悲
を
重
視
し
、
称
名
念
仏
を
重
視

『
四
十
八
願
釈
』
後
半
の
「
別
釈
」
で
は
、
四
十
八
願
の
一
々
に
対
し
て
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
く
。
そ
こ
で
は
、
法
蔵
菩
薩
が
浄
仏
国
土
の

修
行
を
進
め
る
中
で
、そ
れ
を
成
就
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
衆
生
を
憐
れ
み
、自
ら
が
修
し
た
行
の
功
徳
を
衆
生
に
回
施
し
て
発
願
す
る
１
４
、

と
い
う
形
式
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
く
。
一
々
の
願
の
内
容
に
つ
い
て
、
前
の
願
と
関
連
性
を
持
た
せ
な
が
ら
解
釈
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
特

共
生
文
化
研
究

第
五
号

二
二



徴
的
で
あ
る
。
第
十
七
願
よ
り
第
二
十
願
ま
で
の
解
釈
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

第
十
七
、
諸
仏
称
嘆
願
諸
仏
称
揚

経
云
「
設
我
得
仏
、
十
方
世
界
、
無
量
諸
仏
、
不
悉
咨
嗟
、
称
我
名
号
者
、
不
取
正
覚
」
文
。
釈
曰
、

天
人
安
楽
、
亦
無
二

悪
名
一

。
若
不
レス
ハ
流
二

聞
十
方
ニ一

、
則
無
二

人
往
生
一

。
若
謂
テ二

称
名
一

以
為
二

小
善
ト一

、
往
生
之
業
亦
不
シ二

堅
成
一

。
故
十

方
仏
、
嘆
二

其
功
徳
一
云

云
。
釈
迦
一
代
多
讃
二

説
之
一

。
例
知
ニ
十
方
三
世
亦
爾
云

云
。
経
云
「
東
方
亦
有
、
乃
至
六
方
」
云

云
。
愍
下

諸
衆
生

不
⑪

知
二

勝
行
一

。
菩
薩
自
修
、
歓
二

喜
賛
三

嘆
他
修
功
徳
一

、
以
与
二

衆
生
一

、
而
発
二

此
願
一
云

云
。
１
５

称
名
を
小
善
と
見
な
す
な
ら
ば
往
生
の
業
が
堅
固
な
も
の
と
な
ら
な
い
た
め
、
釈
尊
を
は
じ
め
十
方
の
諸
仏
は
そ
の
功
徳
を
讃
え
て
い
る
の

だ
と
述
べ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ら
諸
仏
の
讃
歎
も
、
諸
の
衆
生
が
「
勝
行
」
を
知
ら
な
い
こ
と
を
法
蔵
菩
薩
が
憐
れ
み
、
自
ら
の
讃
歎
行

の
功
徳
を
迴
施
し
て
第
十
七
願
を
発
し
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。

第
十
八
、
念
仏
往
生
願

経
云
「
設
我
得
仏
、
十
方
衆
生
、
至
心
信
楽
、
欲
生
我
国
、
乃
至
十
念
、
若
不
生
者
、
不
取
正
覚
。
唯
除
五

逆
、誹
謗
正
法
」。
釈
曰
。
雖
レ

云
二

称
名
一

、語
ト
ハ
猶
ホ
杳
隠
ナ
リ
。
須
レ

説
二

涯
分
一

、令
レ

知
二

決
定
一
云

云
。
愍
下

諸
衆
生
不
シ
テ

三

多
ク
植
二

善
根
一

、

行
願
難
⑪

成
。
菩
薩
自
修
、
法
界
畢
竟
無
二

諸
魔
事
一

。
以
与
二

衆
生
一

、
而
発
二

此
願
一
云

云
。『
観
経
』
説
二

五
逆
往
生
一

。
引
二

一
類
ノ
往
生
ヲ一

、

以
勧
二

其
心
一

。
此
説
二

決
定
一

。
誓
願
不
レ

取
二

不
定
ノ
者
一ヲ
ハ
１
６
。

続
く
第
十
八
願
に
つ
い
て
は
、
第
十
七
願
の
み
で
は
「
称
名
」
の
具
体
的
内
容
が
い
ま
だ
不
明
瞭
で
あ
る
た
め
、
身
の
程
に
応
じ
て
心
を
「
決

定
」
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
に
誓
わ
れ
た
と
解
釈
し
て
い
る
。

第
十
九
、
臨
終
現
前
願
聖
衆
来
迎

経
云
「
設
我
得
仏
、
十
方
衆
生
、
発
菩
提
心
、
修
諸
功
徳
、
至
心
発
願
、
欲
生
我
国
、
臨
寿
終
時
、
仮

令
不
与
、
大
衆
圍
遶
、
現
其
人
前
者
、
不
取
正
覚
」
文
。
釈
曰
。
雖
レ

聞
二

称
名
ヲ一

、
皆
得
二

往
生
一

。
然
命
終
時
、
心
多
顛
倒
ス
。
弘
誓
ノ
大

悲
、
不
レ

得
二

晏
然
一

。
故
与
大
衆
現
二

其
人
前
一
云

云
。
愍
二

諸
衆
生
臨
終
顛
倒
一

。
菩
薩
自
修
、
悲
三

一
切
病
死
悶
絶
為
投
二

身
命
一

。
以
与
二

衆
生
一

、
而
発
二

此
願
一
云

云
１
７
。
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称
名
を
聞
く
の
み
で
も
必
ず
往
生
を
遂
げ
る
の
だ
が
、
死
の
間
際
に
心
の
顛
倒
す
る
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
は
大
慈
悲
心
に
よ
り

第
十
九
願
釈
を
誓
い
、
そ
の
者
の
前
に
現
れ
る
の
だ
と
解
釈
す
る
。

第
二
十
、
欲
生
果
遂
願
繋
念
定
生

経
云
「
設
我
得
仏
、
十
方
衆
生
、
聞
我
名
号
、
係
念
我
国
、
植
諸
徳
本
、
至
心
廻
向
、
欲
生
我
国
。
不

果
遂
者
、
不
取
正
覚
」
文
。
釈
曰
。
雖
ト
モ

三

復
タ

聞
ト二

臨
終
現
前
ト一

、
而
未
レ

知
レ二

係
念
必
意
別
ナ
ル
コ
ト
ヲ

一

。
既
ニ

云
フ二

十
念
往
生
ト一

。
知
ン
ヌ

不
コ
ト
ヲ

二

必
ス

兼
ネ⑨

修
ヲ
云

云
。
愍
シ
テ

二

諸
ノ

衆
生
行
願
衆
不
ン
コ
ト
ヲ

⑪

遂
ケ
。
菩
薩
自
修
、
不
スレ

虚
カ
ラ
。
他
ニ

求
テ

以
与
二

衆
生
一

、
而
シ
テ

発
ス二

此

願
ヲ一
云

云
。
１
８

第
十
九
に
「
修
諸
功
徳
」、
第
二
十
願
に
「
植
諸
徳
本
」
と
説
か
れ
て
い
る
た
め
、「
係
念
」
の
み
に
よ
っ
て
「
臨
終
現
前
」
が
叶
う
こ
と
を

疑
う
者
も
い
る
。
し
か
し
、
第
十
八
願
に
お
い
て
、
既
に
「
十
念
往
生
」
が
説
か
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
必
ず
し
も
余
行
を
兼
ね
る
必
要
は

な
い
の
だ
と
論
じ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
第
十
八
願
を
「
念
仏
往
生
」
の
願
と
名
付
け
る
点
、
第
十
九
願
の
来
迎
を
称
名
に
よ
る
も
の
と
説
く
点
、
そ
し
て
第
二

十
願
に
お
い
て
余
行
兼
行
の
不
要
を
説
く
点
に
お
い
て
、
静
照
は
正
に
法
然
の
先
駆
を
な
す
。

も
っ
と
も
、
右
の
「
称
名
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
法
然
と
相
違
す
る
点
も
窺
わ
れ
る
。
右
の
第
十
七
願
釈
に
お
い
て
は
、
称
名
が
「
勝

行
」
で
あ
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
が
、
静
照
は
第
四
十
二
「
解
説
三
昧
」
願
の
解
釈
に
お
い
て
、
三
昧
の
こ
と
を
「
勝
行
」
と
表
現
し
て
い

る
。
ま
た
静
照
は
、
第
十
八
願
釈
に
お
い
て
は
心
を
「
決
定
」
さ
せ
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
お
り
、
第
十
九
願
釈
に
お
い
て
は
「
称
名
を

聞
く
と
雖
ど
も
、
皆
な
往
生
を
得
」
と
、「
称
名
」
を
諸
仏
の
称
え
る
名
を
聞
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
二
十
願
釈
で
は
「
係
念
」
の

語
に
注
目
し
、
そ
れ
と
十
八
願
に
誓
わ
れ
た
「
十
念
往
生
」
を
同
一
視
し
て
い
る
。「
十
念
往
生
」
と
い
う
言
葉
は
、
智
光
（
七
〇
九
―
七
七

〇
〜
七
八
〇
）
の
「
所
縁
信
楽
十
念
往
生
願
」
や
良
源
（
九
一
二
―
九
八
五
）
の
「
聞
名
信
楽
十
念
定
生
」
と
い
う
第
十
八
願
の
名
称
、
さ
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ら
に
は
そ
の
解
釈
に
お
い
て
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
、『
弥
勒
所
聞
経
』
の
「
十
念
」
を
想
起
さ
せ
る
１
９
。
ま
た
、
静
照
は
『
極
楽
遊
意
』
に

お
い
て
「
光
明
遍
照
」
の
文
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
の
光
明
は
散
心
称
念
の
者
に
お
い
て
は
、
亡
者
の
日
に
向
え
る
が
如
く
、
至
心
称
念
の
者
に
お
い
て
は
、
紗
を
隔
て
て
月
を
見
る
が

如
く
、
定
心
称
念
の
者
に
お
い
て
は
、
明
ら
か
な
る
目
を
も
っ
て
日
を
見
る
が
如
し
２
０
。

こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
る
と
、
静
照
に
お
い
て
は
口
業
称
名
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
れ
に
伴
う
意
念
の
方
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

こ
の
静
照
の
本
願
解
釈
は
、
後
の
天
台
浄
土
教
書
に
も
踏
襲
さ
れ
て
い
く
。
伝
源
信
撰
『
観
心
略
要
集
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
問
答
が
記

さ
れ
る
。

問
。
不
⑩レ

修
セ二

理
観
ヲ一

、
只
称
ス
ル

二

一
仏
ノ
名
号
ヲ一

人
、
得
ン
ヤ

二

往
生
ヲ一

不
ヤ
、
云
何
。

答
。
亦
可
キ
也

レ

得
二

往
生
ヿ
ヲ

一

也
。
彼
ノ
繋
念
定
生
ノ
之
願
ニ
未
タレ

云
レ

修
セ
ヨ
ト

二

理
観
ヲ一

、
聖
衆
来
迎
ノ
之
誓
ヒ
ハ
只
是
レ
至
心
ノ
称
名
也
。（
中
略
）
豈
ニ

捨
テ二

理
観
ノ
如
意
ヲ一

、
而
諍
ハ
ム
ヤ

二

散
心
ノ
之
水
精
ヲ一

。
尚
ヲ
可
ナ
リ

下

従
テ二

真
ノ
善
知
識
ニ一

、
速
ニ
修
中

習
ス
円
観
ノ
念
仏
ヲ上
２
１
。

第
二
十
願
「
繋
念
定
生
」
の
願
に
は
理
観
が
説
か
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
第
十
九
願
の
「
聖
衆
来
迎
」
は
た
だ
至
心
の
称
名
の
み
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
願
名
と
解
釈
は
、
静
照
を
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
『
観
心
略
要
集
』
に
お

い
て
は
、
散
心
の
念
仏
は
導
入
に
過
ぎ
ず
、
最
終
的
に
は
観
心
を
兼
ね
る
べ
き
だ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
真
源
（
一
〇
七
六
―
一
一
三
六
）
の
『
順
次
往
生
講
式
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

第
五
に
四
の
願
、
一
の
観
に
よ
っ
て
正
し
く
念
仏
を
修
せ
む
。
そ
の
四
の
願
と
は
、
諸
仏
称
揚
・
十
念
往
生
・
聖
衆
来
迎
・
懸
念
定
生

の
願
な
り
。
謂
く
、
十
方
の
諸
仏
弥
陀
の
名
号
を
称
嘆
し
た
ま
ふ
。
心
を
至
し
て
乃
至
十
念
す
れ
ば
、
必
ず
往
生
す
る
こ
と
を
得
。
彼
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の
国
に
生
ぜ
ん
と
欲
は
ば
、
仏
聖
衆
と
与
に
来
迎
し
た
ま
ふ
。
名
を
聞
き
て
念
を
係
け
て
、
生
ぜ
む
と
願
ず
れ
ば
、
果
遂
せ
ず
と
い
う

こ
と
無
し
。
四
十
八
願
の
中
に
常
に
念
を
繋
ぐ
べ
き
者
は
、
実
に
唯
だ
此
の
四
の
願
に
在
る
の
み
。
十
念
の
功
力
、
既
に
以
て
莫
大
な

り
。（
中
略
）
そ
の
一
の
観
と
は
仏
身
の
観
な
り
。（
中
略
）
大
衆
、
各
、
是
の
観
を
作
し
て
、
彼
の
仏
を
念
じ
た
ま
ふ
べ
し
。
頌
に
曰

く

十
方
諸
仏
称
彼
仏

彼
仏
十
念
生
極
楽

臨
終
迎
接
得
往
生

往
生
行
願
必
果
遂

南
無
極
楽
化
主
弥
陀
如
来
２
２

真
源
も
、
静
照
と
同
様
に
、
第
十
七
願
よ
り
第
二
十
願
ま
で
を
一
連
の
も
の
と
捉
え
２
３
、
そ
の
願
名
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
第
十
八
願
の
名

称
に
つ
い
て
は
「
十
念
往
生
」
と
表
記
し
て
い
る
。
ま
た
、『
順
次
往
生
講
式
』
は
、
四
十
八
願
と
十
六
観
法
と
並
列
し
て
説
明
す
る
と
い
う

構
成
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
真
源
は
十
念
往
生
を
説
き
つ
つ
も
、
そ
の
直
後
に
仏
身
観
の
説
明
を
始
め
る
。

こ
れ
ら
、
法
然
以
前
の
天
台
浄
土
教
書
に
お
い
て
は
、
静
照
の
『
四
十
八
願
釈
』
の
本
願
解
釈
が
『
極
楽
遊
意
』
の
記
述
内
容
と
併
せ
て

受
容
さ
れ
て
お
り
、
十
念
に
よ
る
往
生
を
認
め
つ
つ
も
止
観
を
勧
め
る
と
い
う
、
両
義
的
な
構
造
に
お
い
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
構
造

そ
の
も
の
か
ら
の
脱
却
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
法
然
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

二
．
法
然
に
お
け
る
四
十
八
願
の
願
名

『
和
語
灯
録
』
お
よ
び
漢
文
体
の
教
義
書
を
中
心
に
法
然
遺
文
を
管
見
し
た
と
こ
ろ
２
４
、
以
下
の
願
名
が
見
出
せ
た
。

第
一
「
無
三
悪
趣
」
願
…
「
無
量
寿
経
釈
」「
逆
修
説
法
」『
選
択
集
』「
三
部
経
釈
」「
登
山
状
」
２
５
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第
二
「
不
更
悪
趣
」
願
…
「
無
量
寿
経
釈
」『
選
択
集
』「
三
部
経
釈
」「
登
山
状
」
２
６

第
三
「
悉
皆
金
色
」
願
…
「
無
量
寿
経
釈
」「
逆
修
説
法
」『
選
択
集
』「
三
部
経
釈
」「
登
山
状
」
２
７

第
四
「
無
有
好
醜
」
願
…
「
無
量
寿
経
釈
」「
三
部
経
釈
」『
選
択
集
』「
登
山
状
」
２
８

第
五
「
宿
命
通
」
願
…
『
選
択
集
』
２
９

第
五
〜
九
「
五
通
」
願
…
「
逆
修
説
法
」
３
０

第
十
二
「
光
明
無
量
」
願
…
「
三
部
経
釈
」
３
１

第
十
三
「
寿
命
無
量
」
願
…
「
逆
修
説
法
」「
三
部
経
釈
」
３
２

第
十
七
「
諸
仏
称
揚
」
願
…
「
三
部
経
大
意
３
３
」

第
十
八
「
念
仏
往
生
」
願
…
「
無
量
寿
経
釈
」『
選
択
集
』「
大
胡
太
郎
が
妻
室
へ
つ
か
わ
す
御
返
事
」「
十
二
の
問
答
」

「
登
山
状
」「
津
戸
三
郎
へ
つ
か
わ
す
御
返
事
（
拾
遺
）」
３
４

第
十
九
「
来
迎
引
接
」
願
…
「
無
量
寿
経
釈
」「
逆
修
説
法
」
３
５

「
現
前
導
生
」
願
…
「
逆
修
説
法
」
３
６

「
臨
終
現
前
」
願
…
「
三
部
経
釈
」
３
７

第
二
十
「
繋
念
定
生
」
願
…
「
無
量
寿
経
釈
」「
逆
修
説
法
」
３
８

第
二
十
一
「
具
足
諸
相
」
願
…
「
逆
修
説
法
」
３
９

「
具
三
十
二
相
」
願
…
『
選
択
集
』
４
０

第
三
十
五
「
女
人
往
生
」
願
…
「
無
量
寿
経
釈
」
４
１

第
四
十
八
「
得
三
法
忍
」
願
…
「
無
量
寿
経
釈
」「
逆
修
説
法
」『
選
択
集
』「
登
山
状
」
４
２
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な
お
、「
無
量
寿
経
釈
」
に
お
い
て
は
、
阿
弥
陀
仏
の
「
修
因
感
果
」
に
関
す
る
説
明
の
最
後
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

此
ノ
身
量
之
所
得
依
正
者
、
此
レ
則
チ
非
二

別
ノ
者
ニ
、
酬
タ
リ

二

六
度
万
行
ノ
修
因
ニ一

。
四
十
八
願
一
一
無
二

相
違
一

。
如
二

本
願
ノ一

顕
タ
ル

レ

名
ニ
所
得
ノ

依
正
者
、
聴
聞
ノ
人
人
、
不
レ

申
前
ニ
知
二

食
ン
之
ヲ
。
若
シ
釈
レ

之
ヲ
、
一
一
ノ
依
正
、
依
二

四
十
八
願
ニ一

釈
ス
。
別
ニ
在
レ

之
、
可
シレ

読
ムレ

之
ヲ
４
３
。

阿
弥
陀
仏
の
依
正
二
報
の
内
容
は
、
四
十
八
願
と
相
違
が
な
く
、
そ
の
願
名
に
表
さ
れ
て
い
る
た
め
、
聴
衆
も
既
に
よ
く
理
解
し
て
い
る
。

よ
っ
て
改
め
て
説
明
は
し
な
い
と
述
べ
、「
一
々
の
依
正
、
四
十
八
願
に
依
り
て
釈
す
。
別
に
之
在
り
、
之
を
読
む
べ
し
」
と
、
別
の
文
書
を

読
む
よ
う
に
促
し
て
い
る
。

そ
の
文
書
が
何
を
指
す
の
か
定
か
で
な
い
が
、
右
の
説
示
は
、
源
信
の
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
の
次
の
一
節
を
意
識
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。問

。
彼
仏
ノ
依
正
、
皆
本
由
レ
リ

二

本
願
ニ一

。
此
経
、
具
ス
ル
ヤ

二

彼
ノ
四
十
八
願
ヲ一

否
ヤ
。

解
⑩

曰
、
此
亦
、
如
レ

前
文
略
ニ
⑩

義
存
ス
。
無
三
悪
趣
ノ
願
ハ
在
二

衆
鳥
ノ
文
ニ一

。
不
更
悪
道
、
不
貪
計
身
ト
住
正
定
聚
ト
ハ
、
是
不
退
徳
ナ
リ
。
不

聞
不
善
ハ
亦
、
当
ル二

不
退
ニ一

。
身
皆
金
色
ト
無
好
醜
別
ト
三
十
二
相
ト
衣
服
随
念
ト
楽
如
漏
尽
ト
由
テ二

此
五
事
ニ一

、
心
無
ク二

憂
悩
一

受
楽
無
間
也
。
五

通
ハ
準
二

神
境
無
碍
ニ一

、
能
見
道
樹
ハ
亦
、
神
通
ノ
用
也
。
光
明
ノ
利
益
ハ
、
摂
ス二

仏
光
ノ
中
一

。
仏
寿
無
量
、
天
人
亦
爾
ト
声
聞
無
数
ト
為
諸
仏
讃
ト

荘
厳
無
量
ト
厳
飾
奇
妙
ト
如
レ

是
六
事
ハ
、
経
ノ
文
ニ
顕
然
也
。
三
種
往
生
ハ
理
在
リ二

於
此
臨
終
迎
接
、
已
今
当
生
ニ一

。
必
至
補
処
ト
説
一
歳
智
ト

那
羅
延
力
ト
必
得
弁
恵
ト
弁
恵
無
量
ト
随
欲
聞
法
ト
如
レ

是
六
事
、
是
菩
薩
ノ
徳
也
。
須
臾
供
諸
仏
ト
供
養
具
如
意
ト
此
二
ハ
即
、
清
旦
ノ
所
弁
也
。

国
及
樹
ト
各
現
十
方
ト
此
之
二
事
、
各
其
用
也
也
。
得
無
生
忍
ト
永
離
女
像
ト
勤
修
成
仏
ト
為
天
人
敬
ト
諸
根
常
具
ト
得
浄
解
脱
ト
生
尊
貴
家
ト

具
足
徳
本
ト
得
普
等
定
ト
得
不
退
転
ト
一
二
三
法
忍
ノ
十
一
ハ
、
聞
名
ノ
益
ナ
リ
。
義
準
⑩

相
摂
ス
ル
ニ
大
途
如
レ

此
。
然
シ
不
二

広
説
一

。
如
レ

前
応
レ

知
。
四
十
八

願

意

４
４

源
信
も
、
阿
弥
陀
仏
の
依
正
は
す
べ
て
本
願
に
基
づ
い
て
い
る
と
述
べ
、
四
十
八
願
の
一
々
の
願
名
を
挙
げ
て
、『
阿
弥
陀
経
』
の
依
正
二
報
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の
記
述
と
照
合
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
願
名
の
う
ち
、
法
然
の
そ
れ
と
合
致
す
る
の
は
、
第
一
「
無
三
悪
趣
」
願
と
、
第
五
願

よ
り
第
七
願
ま
で
を
統
合
し
た
「
五
通
」
と
い
う
二
種
に
限
ら
れ
、
前
に
引
用
し
た
『
観
心
略
要
集
』
の
第
二
十
「
繋
念
定
生
」
願
を
加
え

て
も
三
種
に
止
ま
る
。

そ
こ
で
静
照
の
『
四
十
八
願
釈
』
に
目
を
向
け
る
と
、
法
然
が
名
称
を
記
す
十
四
種
の
願
の
う
ち
、
第
一
「
無
三
悪
趣
」
願
、
第
二
「
不

更
悪
趣
」
願
、
第
四
「
無
有
好
醜
」
願
、
第
十
二
「
光
明
無
量
」
願
、
第
十
三
「
寿
命
無
量
」
願
、
第
十
七
「
諸
仏
称
揚
」
願
、
第
十
八
「
念

仏
往
生
」
願
、
第
十
九
「
臨
終
現
前
」
願
、
第
二
十
「
繋
念
定
生
」
願
、
第
二
十
一
「
具
足
諸
相
」
願
と
い
う
十
種
の
願
名
が
合
致
す
る
。

そ
の
中
に
は
、
源
信
・
法
然
に
共
通
す
る
三
種
の
願
名
の
う
ち
の
二
種
、
そ
し
て
真
源
・
法
然
に
共
通
す
る
五
種
の
願
名
す
べ
て
が
含
ま
れ

て
い
る
。
法
然
は
、阿
弥
陀
仏
の
依
正
二
報
を
四
十
八
願
の
名
称
へ
と
集
約
す
る
と
い
う
観
点
に
つ
い
て
は
源
信
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、

各
願
の
具
体
的
な
名
称
に
つ
い
て
は
、
静
照
を
最
も
強
く
意
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

図
一
、
法
然
と
そ
れ
以
前
の
日
本
の
浄
土
教
者
と
の
願
名
の
比
較

法
然
と
静
照
の
浄
土
教
―
四
十
八
願
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
―

二
九
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三
．「
逆
修
説
法
」
の
本
願
解
釈
に
お
け
る
静
照
の
影
響

法
然
遺
文
の
中
で
も
唯
一
、
静
照
の
名
が
記
さ
れ
る
の
が
「
逆
修
説
法
」
一
七
日
で
あ
る
。
そ
こ
で
法
然
は
、
阿
弥
陀
仏
像
を
造
る
際
に

は
来
迎
引
接
の
姿
で
造
る
べ
き
だ
と
述
べ
、
理
由
を
三
つ
挙
げ
る
。
そ
の
第
一
の
理
由
「
来
迎
正
念
」
を
説
く
中
で
第
十
九
願
に
言
及
す
る
。

法
然
と
静
照
の
浄
土
教
―
四
十
八
願
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
―

三
一



其
来
迎
引
接
ノ
願
ト
ハ
、
即
此
ノ
四
十
八
願
ノ
中
ノ
第
十
九
ノ
願
ナ
リ
也
。
人
師
、
釈
ス
ル
ニ

レ

之
ヲ
有
リ二

多
義
一

。
先
、
為
二

臨
終
正
念
ノ一

来
迎
ヘ
リ
。
所

謂
ル
疾
苦
、
逼
テレ

身
、
将
欲
レ

死
ン
ト
之
時
、
必
ス
起
ナ
リ

二

境
界
・
自
体
・
当
生
ノ
三
種
ノ
愛
心
一

也
。
而
ニ
阿
弥
陀
如
来
、
放
テ二

大
光
明
ヲ一

現
下
フ二

行

者
ノ
前
ニ一

時
、
未
曽
有
ノ
事
ナ
ル
故
ニ
、
帰
敬
ノ
心
ノ
外
ニ
ハ
無
シ二

他
念
一

。
而
レ
ハ
、
亡
⑩二

三
種
愛
心
ヲ一

、
更
ニ
無
シレ

起
㹯一

。
且
ハ
又
、
仏
、
近
下
テ二

行
者
ニ一

、

加
持
護
念
下
フ
カ
故
ナ
リ
也
。（
中
略
）
然
者
、
非
二

臨
終
正
念
ナ
ル
カ
故
ニ
来
迎
下
ニ
ハ

一

。
々
下々
カ
故
ニ
臨
終
正
念
ナ
リ
ト
云
之
義
、
明
也
。
在
生
ノ
之

間
ニ
往
生
行
ノ
成
就
セ
ン
人
ハ
、
臨
終
ニ
必
ス
可
レ

得
二

聖
衆
ノ
来
迎
一

。
得
二

来
迎
一

時
、
忽
ニ
可
ナ
リ

レ

住
二

正
念
一

也
。
然
ニ
今
時
ノ
行
者
、
多
ク
不
⑩

弁
二

其
ノ
旨
ヲ一

、
捨
テ二

尋
常
ノ
行
ヲ一

、
生
⑩二

怯
弱
ヲ一

、
遙
ニ
期
⑩二

臨
終
ノ
時
ヲ一

祈
ル二

正
念
ヲ一

、
最
モ
僻
胤
ナ
リ
也
。
然
ハ
者
、
能
ク
々
意
二

得
ニ
此
ノ
旨
ヲ一

、
於
テ二

尋
常
ノ
行
業
ニ一

不
レ

起
二

怯
弱
ノ
心
ヲ一

、
於
テ
ハ

二

臨
終
正
念
ニ一

可
レ

成
ス二

決
定
ノ
思
ヲ一

也
。
此
ハ
是
レ
至
要
ノ
義
ナ
リ
。
聞
カ
ン
人
、
可
シレ

留
レ

心
ヲ
。
此
ノ

為
二

臨
終
正
念
ノ一

来
迎
ス
ト
云
フ
義
ハ
、
静
慮
院
ノ
静
照
法
橋
ノ
釈
也
４
５
。

法
然
は
、
人
が
死
の
間
際
に
三
種
の
愛
心
を
起
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
阿
弥
陀
仏
は
第
十
九
「
来
迎
引
接
４
６
」
の
願
を
発
し
た
の
だ
と
説

く
。
そ
し
て
、
阿
弥
陀
仏
が
来
迎
す
る
か
ら
こ
そ
、
臨
終
の
行
者
に
正
念
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
臨
終
正
念
に
よ
っ
て
来
迎
を
得
る

の
で
は
な
い
と
主
張
し
、
そ
の
解
釈
が
静
照
に
基
づ
く
こ
と
を
明
か
す
。

右
の
文
に
お
い
て
法
然
は
、
尋
常
の
行
を
軽
ん
じ
て
臨
終
正
念
の
み
を
祈
念
す
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
が
、
静
照
は
特
段
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
言
及
は
し
な
い
。
そ
れ
は
、
南
都
浄
土
教
者
・
珍
海
（
一
〇
九
二
―
一
一
五
二
）
の
『
決
定
往
生
集
』
に
見
出
せ
る
。

問
、
現
生
ノ
十
念
ト
臨
終
ノ
十
念
ト
、
何
者
カ
勝
ル
耶
。
答
、
以
二

火
急
猛
利
勇
決
ヲ一

言
ハレ

之
、
臨
終
ハ
應
レ

勝
ル
。
若
シ
以
二

安
穩
寂
靜
明
了
ヲ一

言
ハレ

之
、
現
生
是
レ
勝
ル
ヘ
シ
。（
中
略
）
但
可
二

現
生
之
時
精
懃
修
習
ス一

、
不
リ
可
三

徒
然
ニ
⑩

以
期
ス二

臨
終
ヲ一
（
中
略
）
又
、
以
ノ二

尋
常
修
習
ノ
力
ヲ一

故
ニ
、

臨
終
ニ
決
定
⑩

正
念
現
前
ス
４
７
。

珍
海
は
、
現
生
の
十
念
と
臨
終
の
十
念
と
の
優
劣
を
比
較
す
る
問
い
を
立
て
、
決
し
難
い
と
述
べ
つ
つ
、
現
生
に
お
い
て
余
事
を
交
え
な
い

十
念
が
成
就
す
る
な
ら
ば
、
後
に
悪
業
を
造
っ
た
と
し
て
も
決
定
往
生
と
な
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
徒
に
臨
終
だ
け
を
期
待
す
る
こ
と
を
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戒
め
、
平
生
よ
り
励
み
続
け
る
か
ら
こ
そ
臨
終
正
念
も
果
た
さ
れ
る
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
珍
海
に
お
い
て
も
静
照
と
同
様
、
十
念
の
成

就
と
い
う
点
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
法
然
は
そ
の
点
に
つ
い
て
は
継
承
し
な
い
。
珍
海
の
著
述
よ
り
問
題
意
識
を
、
そ
し
て
静
照
の

解
釈
よ
り
阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
の
強
調
を
の
み
抜
き
出
し
て
結
び
付
け
、
独
自
の
「
来
迎
正
念
」
説
と
し
て
再
構
築
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
来
迎
引
接
の
像
を
造
る
べ
き
第
二
の
理
由
に
つ
い
て
、
法
然
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

次
ニ
ハ
為
ニ二

道
ノ
先
達
ノ一

来
迎
下
フ
也
。（
中
略
）
以
テレ

之
而
思
ニ
モ
、
弥
陀
如
来
、
与
二

諸
ノ
聖
衆
一

共
ニ
現
⑩二

行
者
ノ
前
ニ一

来
迎
引
接
下
モ
、
為
ト
シ三

引
テ

示
下
ハ
ン
カ

二

道
路
ヲ一

之
義
、
誠
ニ
被
レ

云
事
ナ
リ
也
。
娑
婆
世
界
ノ
習
モ
、
行
ニ
ハ

レ

路
ヲ
必
具
ス
ル

二

先
達
ヲ一

事
也
。
依
テレ

之
、
御
廟
ノ
僧
正
ハ
、
此
ノ
来
迎
ノ

願
ヲ
ハ
名
下
ヘ
リ

二

現
前
導
生
ノ
願
ト一
４
８
。

阿
弥
陀
仏
が
極
楽
に
至
る
道
を
先
導
す
る
と
い
う
説
明
に
応
じ
て
、
良
源
（
九
一
二
―
九
八
五
）
が
『
極
楽
九
品
往
生
義
』
に
記
す
第
十
九

「
現
前
導
生
」
願
と
い
う
名
称
を
紹
介
す
る
。
と
こ
ろ
が
良
源
自
身
は
、
第
十
八
、
十
九
願
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

釈
曰
。
除
テ下

造
二

五
逆
ヲ一

誹
二

謗
正
法
ヲ一

者
ヲ上

、
自
余
ノ
凡
夫
ノ
若
有
レ

願
者
、
必
ス
令
レ

得
レ

生
㹯
ヲ
、
是
第
十
八
②

。
彼
人
ノ
善
根
ハ
非
二

深
妙
ニ一

故
、

不
スレ

説
カ二

現
前
与
衆
迎
摂
ヲ一

。
第
十
九
ノ
願
ハ
、
彼
発
シ二

菩
提
心
ヲ一

、
修
二

諸
ノ
功
徳
ヲ一

故
ニ
、
与
ニ二

大
衆
ノ一

圍
繞
セ
ラ
レ
、
現
二

其
ノ
人
ノ
前
ニ一

摂
ス
。
是
ヲ

為
二

二
願
之
差
別
ト一
４
９
。

第
十
八
願
に
よ
り
凡
夫
で
も
往
生
は
叶
う
が
、
第
十
九
願
の
よ
う
に
菩
提
心
を
発
し
て
種
々
の
功
徳
を
修
め
た
者
の
み
が
来
迎
に
預
か
る
の

だ
と
述
べ
て
い
る
。
法
然
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
理
解
の
異
な
る
は
ず
の
良
源
の
願
名
を
、
静
照
に
基
づ
く
第
一
の
「
来
迎
正
念
」
説
の
延
長

線
上
に
お
い
て
再
解
釈
し
取
り
込
ん
で
い
る
。

そ
し
て
法
然
は
、
第
三
の
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

法
然
と
静
照
の
浄
土
教
―
四
十
八
願
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
―

三
三



次
ニ
為
ニレ

対
二

治
ン
カ
魔
事
ヲ一

来
迎
シ
下
ト
ハ
、
申
⑩二

道
盛
リ
ナ
レ
ハ
魔
盛
ン
ナ
リ
ト

一

、
仏
道
修
行
ス
ル
ニ
ハ
必
相
二

副
魔
ノ
障
難
ニ一

也
。
真
言
宗
ノ
中
ニ
ハ
云
ヘ
リ

二

「
誓

心
決
定
ス
レ
ハ
魔
宮
振
動
ス
」
ト一

。
修
二

行
ス
ル
ニ
天
台
止
観
四
種
三
昧
ヲ一

、
十
種
ノ
境
界
発
ル
中
ニ
云
ヘ
リ

二

魔
境
来
ト一

。（
中
略
）
何
ニ
况
ヤ
凡
夫
具
縛
ノ

行
者
、
設
ヒ
雖
レ

修
ト二

往
生
ノ
行
業
ヲ
、
不
ハ三

対
二

治
魔
ノ
障
難
ヲ
者
一

、
遂
ケ
ン
コ
ト

二

往
生
ノ
素
懐
ヲ一

難
カ
ラ
ン
。
然
ニ
阿
弥
陀
如
来
、
被
レ

囲
二

遶
无
数
ノ
化

仏
・
菩
薩
・
聖
衆
ニ一

、
光
明
赫
奕
ト
⑩

現
下
フ二

行
者
ノ
前
ニ一

時
ニ
ハ
、
不
レ

能
下

魔
王
近
キレ

此
障
中

碍
ス
ル
㹯
ヲ
之
上

。
然
則
来
迎
引
接
ハ
為
レ

対
二

治
セ
ン
カ
魔

障
ヲ一

也
５
０
。

一
般
的
に
は
、
仏
道
修
行
が
進
展
す
る
に
伴
っ
て
魔
の
障
難
も
増
進
す
る
は
ず
だ
が
、
念
仏
往
生
に
お
い
て
は
、
阿
弥
陀
仏
が
光
明
を
放
ち

な
が
ら
来
迎
す
る
た
め
、
魔
王
も
手
出
し
は
で
き
な
い
と
説
い
て
い
る
。「
来
迎
引
接
は
魔
障
を
対
治
せ
ん
が
た
め
な
り
」
と
い
う
法
然
の
言

葉
は
、
静
照
の
第
十
八
願
釈
の
「
菩
薩
、
自
ら
修
し
て
、
法
界
に
畢
竟
、
諸
の
魔
事
無
し
」
と
い
う
一
文
を
連
想
さ
せ
る
５
１
。
こ
の
よ
う
に

法
然
は
、
第
十
九
願
に
対
し
て
「
来
迎
引
接
の
願
」
と
い
う
独
自
の
名
称
を
付
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
を
解
釈
す
る
に
際
し
て
、
静
照
の

説
を
強
く
意
識
し
て
い
る
。

ま
た
、「
逆
修
説
法
」
の
本
願
解
釈
に
は
、
そ
れ
以
外
に
も
静
照
と
の
関
連
性
が
読
み
取
れ
る
説
示
が
あ
る
。
法
然
は
第
十
二
願
に
つ
い
て

も
「
光
明
無
量
」
と
い
う
静
照
の
願
名
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
三
七
日
の
「
仏
徳
讃
歎
」
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
の
中
で
も
光
明
の

功
徳
こ
そ
が
最
も
勝
れ
て
い
る
と
述
べ
る
際
に
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

諸
仏
ノ
功
徳
ハ
何
ノ
功
徳
モ
皆
雖
レ

遍
ト二

法
界
ニ一

、
余
ノ
功
徳
ハ
其
ノ
相
無
シ二

顕
タ
ル
事
一

。
但
シ
有
テ二

光
明
ノ
ミ
、
正
ク
顕
セ
ル

下

遍
ル二

法
界
ニ一

之
相
ヲ上

功
徳
也
。

故
ニ
諸
ノ
功
徳
ノ
中
ニ
、
以
テ二

光
明
ヲ一

最
モ
勝
タ
リ
ト
釈
シ
給
フ
也
。
５
２

他
の
功
徳
は
眼
に
見
え
な
い
が
、
光
明
の
み
は
眼
に
見
え
る
た
め
、
仏
の
功
徳
の
中
で
も
最
も
優
れ
て
い
る
と
い
う
。
一
方
、
静
照
の
『
四

十
八
願
釈
』
を
見
る
と
、
第
十
二
願
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
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第
十
二
、
光
明
無
量
願
仏
光
無
辺
（
中
略
）
釈
曰
。
亦
、
須
レ

見
二

仏
威
徳
一
云

云
。
愍
下

諸
衆
生
不
⑪

見
二

希
有
事
一

。
菩
薩
自
修
、
不
レ

誑
二

衆

生
一

、
以
与
二

衆
生
一

而
発
二

此
願
一
云

云
５
３
。

仏
の
威
徳
を
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
衆
生
を
憐
れ
み
、
光
明
を
放
つ
こ
と
を
誓
っ
た
の
だ
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
静
照
の
本

願
解
釈
に
お
い
て
は
一
貫
し
て
阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
を
評
価
し
て
、
法
然
は
そ
の
願
名
を
継
承
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

四
．「
念
仏
往
生
の
願
」
と
「
乃
至
十
念
」
に
つ
い
て

『
選
択
集
』
第
三
章
で
は
、
第
十
八
願
文
の
「
乃
至
」
の
解
釈
が
話
題
と
な
る
。

問
テ
曰
ク
、
経
ニ
云
ヒ二

「
乃
至
」
ト一

釈
ニ
云
フ二

「
下
至
」
一

、
其
ノ
意
如
何
。

答
テ
曰
ク
、「
乃
至
」
ト
与
二

「
下
至
」
一

、
其
ノ
意
是
レ
一
ナ
リ
。
経
ニ
云
ヘ
ル
ハ

二

「
乃
至
」
ト一

者
、
従
リレ

多
向
フレ

少
ニ
之
言
ナ
リ
也
。
多
ト
ハ
者
上
尽
ス二

一
形
ヲ一

也
、
少
ト
ハ
者
下
至
ナ
リ

二

十
声
一
声
等
ニ一

也
。
釈
ニ
云
ヘ
ル
ハ

二

「
下
至
」
ト一

者
、
下
ト
ハ
者
対
ス
ル

レ

上
ニ
之
言
ナ
リ
也
。
下
ト
ハ
者
下
至
ナ
リ

二

十
声
一
声
等
ニ一

也
、
上
ト
ハ
者
上
尽
ス二

一
形
ヲ一

也
。
上
下
相
対
ノ
之
文
、
其
ノ
例
惟
レ
多
シ
。
宿
命
通
ノ
願
ニ
云
ク
、「
設
シ
我
得
ン
ニ

レ

仏
ヲ
、
国
中
ノ
人
天
、
不
シ
テ

レ

識
ラ二

宿
命
ヲ一

、
下
至
ラ
ハ

レ

不
サ
ル
ニ

レ

知
ラ二

百
千
億
那
由
他
諸
劫
ノ
事
ヲ一

者
、
不
トレ

取
ラ二

正
覚
ヲ一

。」
如
クレ

是
ノ
五
神
通
及
以
ヒ
光
明
寿
命
等
ノ
願
ノ
中
ニ
、
一
一
ニ

置
ク二

下
至
ノ
之
言
ヲ一

。
是
レ
則
従
レ

多
至
リレ

少
ニ
、
以
レ

下
ヲ
対
ス
ル

レ

上
ニ
之
義
ナ
リ
也
。
例
ス
ル
ニ

二

上
ノ
八
種
ノ
之
願
ニ一

、
今
此
ノ
願
ノ
「
乃
至
」
ト
ハ
者
即
是

「
下
至
」
ナ
リ
也
。
是
ノ
故
ニ
今
、
善
導
ノ
所
ノ二

引
釈
ス
ル

一

「
下
至
」
之
言
、
其
ノ
意
不
二

相
違
セ一
５
４
。

法
然
は
、
経
文
に
記
さ
れ
る
「
乃
至
」
と
善
導
の
解
釈
に
記
さ
れ
る
「
下
至
」
と
が
同
義
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
論
拠
と
し
て
第
五
「
宿

命
通
」
願
の
「
下
至
」
な
ど
を
例
に
挙
げ
る
。
そ
こ
で
、
静
照
の
『
四
十
八
願
釈
』
を
見
る
と
、
総
論
の
第
三
問
答
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。
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大
悲
利
物
ノ
願
、
其
レ
究
竟
セ
リ
。
何
故
、
但
説
テ二

無
三
悪
趣
一

、
不
レ

言
二

人
天
二
乗
及
小
菩
薩
功
徳
荘
厳
ヲ一

。
尚
恨
ラ
ク
ハ
其
少
コ
ト
。
豈
無
ム二

香

積
仏
５
５
等
ノ
殊
勝
ノ
浄
土
一

耶
。

釈
曰
。
阿
弥
陀
仏
、
普
摂
二

衆
機
ヲ一

、
不
レ

捨
二

凡
下
一

、
欲
レ

令
二

皆
生
一

。
既
知
、
九
品
往
生
。
請
、
莫
レレ

嫌
フ二

其
小
一

耳
。
又
、
四
十
八
願
、

宜
レ

知
二

旨
趣
一

。
但
、
説
二

決
定
不
減
之
限
一

、
不
レ

言
二

其
無
広
博
厳
浄
一

。
故
云
二
「
天
眼
下
至
」
照
百
千
那
由
他
、「
乃
至
十
念
」
得
生
ト一

、

又
云
二

「
普
等
三
昧
」「
一
生
補
処
」
等
ト一

。
具
如
ト二

『
十
六
観
釈
』
一
云

云
５
６
。

静
照
は
、
第
一
願
に
お
い
て
な
ぜ
「
無
三
悪
趣
」
の
み
が
誓
わ
れ
、
人
・
天
・
二
乗
お
よ
び
小
菩
薩
な
ど
は
排
除
さ
れ
な
い
の
か
と
問
い
を

立
て
、
四
十
八
願
の
中
で
誓
わ
れ
る
数
量
の
少
な
い
こ
と
を
問
題
視
す
る
。
そ
の
答
と
し
て
、
四
十
八
願
は
凡
下
の
者
ま
で
広
く
摂
取
す
る

こ
と
を
意
図
し
て
お
り
、
あ
え
て
「
決
定
不
減
の
限
り
」
す
な
わ
ち
最
低
限
の
数
量
を
挙
げ
る
の
だ
と
説
明
す
る
。
そ
の
例
と
し
て
第
六
「
令

得
天
眼
」
願
文
に
記
さ
れ
る
「
下
至
」
と
第
十
八
願
の
「
乃
至
十
念
」
と
を
挙
げ
、
そ
の
反
対
に
「
一
生
補
処
」
や
「
普
等
三
昧
」
の
よ
う

に
上
機
に
つ
い
て
誓
う
願
も
あ
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。「
乃
至
」
に
つ
い
て
は
、
法
然
と
同
内
容
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
法
然
は
、
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

但
シ
善
導
ト
与
二

諸
師
一

、
其
ノ
意
不
同
ナ
リ
。
諸
師
之
釈
ニ
ハ
別
シ
テ
云
フ二

十
念
往
生
ノ
願
ト一

、
善
導
独
リ
総
シ
テ
云
ヘ
リ

二

念
仏
往
生
ノ
願
ト一

。
諸
師
ノ
別
シ
テ

云
ヘ
ル
ハ二

十
念
往
生
ノ
願
ト一

者
、
其
意
即
不
レ

周
カ
ラ
也
。
所
二

以
ハ
然
ル一

者
、
上
捨
テ二

一
形
ヲ一

下
捨
ツ
ル
カ

二

一
念
ヲ一

之
故
也
。
善
導
ノ
総
シ
テ
言
ヘ
ル
ハ

二

念
仏

往
生
ノ
願
ト一

者
、
其
意
即
周
ネ
シ
也
。
所
二

以
ハ
然
ル一

者
、
上
取
リ二

一
形
ヲ一

下
取
ル
カ二

一
念
ヲ一

之
故
也
５
７
。

「
乃
至
十
念
」
の
解
釈
が
善
導
と
諸
師
と
の
間
で
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
る
の
だ
が
、
法
然
は
そ
れ
を
第
十
八
願
の
名
称
と
し

て
語
っ
て
い
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、「
念
仏
往
生
の
願
」
と
い
う
名
称
は
善
導
の
著
述
に
は
見
ら
れ
ず
５
８
、
前
の
「
乃
至
」
の
解
釈
を
鑑
み
て

も
静
照
を
意
識
し
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
前
述
の
よ
う
に
、
静
照
は
『
四
十
八
願
釈
』
の
第
二
十
願
釈
に
お
い
て
、
第
十

八
願
を
「
十
念
往
生
」
と
表
記
し
て
お
り
、
口
業
称
名
よ
り
も
意
念
の
方
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。
善
導
の
「
上
尽
一
形
」
な
ど
の
文
と
会
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通
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
願
名
に
記
さ
れ
る
「
念
仏
」
が
、
精
神
を
集
中
さ
せ
る
十
念
で
は
な
く
、
散
心
の
口
称
念
仏
を
一
生
涯
相

続
す
る
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
得
る
こ
と
か
ら
、
法
然
は
「
善
導
一
人
、
総
じ
て
〈
念
仏
往
生
の
願
〉
と
云
へ
り
」
と
説
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
法
然
は
善
導
の
本
願
念
仏
説
を
基
準
と
し
て
、
両
義
的
な
静
照
の
著
述
を
取
捨
お
よ
び
会
通
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
う
し

て
取
り
入
れ
た
静
照
の
教
説
に
よ
っ
て
、
善
導
の
本
願
念
仏
説
を
補
強
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
．「
十
二
箇
条
の
問
答
」
に
お
け
る
「
仏
に
恥
じ
る
」

法
然
と
在
家
の
女
性
信
者
と
の
対
話
の
記
録
で
あ
る
「
十
二
箇
条
の
問
答
」
で
は
、「
造
悪
無
碍
」
を
め
ぐ
っ
て
第
十
一
、
十
二
の
問
答
が

展
開
さ
れ
る
。
ま
ず
は
第
十
一
問
答
を
見
て
み
よ
う
。

問
て
い
は
く
、
本
願
は
悪
人
を
き
ら
は
ね
ば
と
て
、
こ
の
み
て
悪
業
を
つ
く
る
事
は
し
か
る
べ
し
や
。

答
て
い
は
く
、
ほ
と
け
は
悪
人
を
す
て
給
は
ね
ど
も
、
こ
の
み
て
悪
を
つ
く
る
事
、
こ
れ
仏
の
弟
子
に
は
あ
ら
ず
。
一
切
の
仏
法
に
悪

を
制
せ
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
悪
を
制
す
る
に
、
か
な
ら
ず
し
も
こ
れ
を
と
ど
め
ざ
る
も
の
は
、
念
仏
し
て
そ
の
つ
み
を
滅
せ
よ
と
す
す

め
た
る
也
。（
中
略
）
悪
人
ま
で
を
も
す
て
給
は
ぬ
本
願
と
し
ら
ん
に
つ
け
て
も
、
い
よ
い
よ
ほ
と
け
の
知
見
を
ば
、
は
づ
べ
し
、
か
な

し
む
べ
し
。
父
母
の
慈
悲
あ
れ
ば
と
て
、
父
母
の
ま
へ
に
て
悪
を
行
ぜ
ん
に
、
そ
の
父
母
よ
ろ
こ
ぶ
べ
し
や
。
な
げ
き
な
が
ら
す
て
ず
、

あ
は
れ
み
な
が
ら
に
く
む
也
。
ほ
と
け
も
又
も
て
か
く
の
ご
と
し
５
９
。

法
然
は
、
我
々
人
間
が
悪
業
を
止
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
予
め
見
抜
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
阿
弥
陀
仏
は
悪
人
を
も
見
捨
て
な
い
本
願
を
誓
っ

た
の
だ
と
説
明
し
、
仏
に
自
ら
の
悪
業
が
見
抜
か
れ
て
い
る
こ
と
を
反
省
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
。
こ
の
説
示
も
、
静
照
の
『
四
十
八
願
釈
』

の
第
十
六
願
釈
を
念
頭
に
置
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
十
六
、
不
聞
悪
名
願
離
諸
不
善

経
云
「
設
我
得
仏
、
国
中
人
天
、
乃
至
聞
有
不
善
名
者
、
不
取
正
覚
」
文
。
釈
曰
。
久
視
二

聖
衆
一

。
令
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人
自
恥
云

云
。
愍
下

諸
衆
生
、
内
多
二

悪
心
一

、
外
多
二

悪
名
一

。
多
⑪

所
二

覆
蔵
一

。
菩
薩
自
修
テ
、
発
二

露
罪
過
一

、
不
ト
ヲ

レ

説
二

他
悪
一

、
以
与
二

衆

生
一

、
而
発
二

此
願
一
云

云
６
０
。

法
蔵
菩
薩
は
人
々
に
「
自
ら
恥
せ
し
む
」
た
め
に
第
十
六
願
を
発
し
た
、
な
ぜ
な
ら
ば
衆
生
の
内
に
悪
心
、
外
に
悪
を
表
わ
す
言
葉
が
溢
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
覆
い
隠
そ
う
と
す
る
こ
と
を
憐
れ
ん
だ
か
ら
だ
と
、
静
照
は
解
釈
し
て
い
る
。
法
然
は
こ
れ
を
踏
ま
え

て
、「
ほ
と
け
の
知
見
を
ば
、
は
ず
べ
し
、
か
な
し
む
べ
し
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
法
然
の
言
葉
を
受
け
て
、
信
者
は
第
十
二
の
問
い
を
投
げ
か
け
る
。

問
て
い
は
く
、
凡
夫
は
心
に
悪
を
お
も
は
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
こ
の
悪
を
ほ
か
に
あ
ら
は
さ
ざ
る
は
、
仏
を
は
ぢ
ず
し
て
人
目
を
は
ば

か
る
と
い
ふ
事
あ
り
。
こ
れ
は
心
の
ま
ま
に
ふ
る
ま
ふ
べ
し
や
。

答
て
い
は
く
、
人
の
帰
依
を
え
ん
と
お
も
ひ
て
、
ほ
か
を
か
ざ
ら
ん
は
、
と
が
あ
る
か
た
も
や
あ
ら
ん
。
悪
を
し
の
ば
ん
が
た
め
に
、

た
と
ひ
心
に
お
も
ふ
と
も
、
ほ
か
ま
で
は
あ
ら
は
さ
じ
と
お
も
ひ
て
、
お
さ
へ
ん
事
は
、
す
な
は
ち
ほ
と
け
に
恥
る
心
也
。
６
１

凡
夫
は
心
中
に
悪
を
思
わ
な
い
こ
と
は
な
く
、
そ
の
悪
を
言
動
に
表
さ
な
い
の
は
、
仏
の
目
を
恥
じ
る
た
め
で
は
な
く
、
人
目
を
は
ば
か
る

行
い
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
、
造
悪
無
碍
の
主
張
に
つ
い
て
重
ね
て
問
う
て
い
る
。
信
者
の
側
も
、
法
然
と
同
様
、
静
照
の
「
内
に
悪
心
多
し
」

「
覆
蔵
す
る
所
多
き
を
愍
む
」
と
い
う
文
を
念
頭
に
置
い
て
問
い
を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
法
然
は
、
心
に
抱
い
た
悪
を
外

面
に
ま
で
表
さ
な
い
よ
う
抑
え
る
こ
と
こ
そ
が
「
ほ
と
け
に
恥
じ
る
」
こ
と
の
具
体
的
内
容
な
の
だ
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
問
答
を
見
る
と
、

法
然
の
周
辺
に
お
い
て
は
、
静
照
の
名
を
挙
げ
ず
と
も
連
想
し
得
る
ほ
ど
に
、
そ
の
本
願
解
釈
が
周
知
さ
れ
、
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
。

共
生
文
化
研
究

第
五
号

三
八



お
わ
り
に

静
照
は
『
四
十
八
願
釈
』
に
お
い
て
、
一
々
の
本
願
が
阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
に
よ
っ
て
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、
法
然
に
先
ん
じ
て

第
十
八
願
を
「
念
仏
往
生
の
願
」
と
呼
称
し
て
い
る
。
第
十
七
願
よ
り
第
二
十
願
ま
で
の
一
連
の
解
釈
の
中
で
、
称
名
を
往
生
業
と
位
置
付

け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
来
迎
が
も
た
ら
さ
れ
る
た
め
、
余
行
を
兼
ね
る
必
要
の
な
い
の
だ
と
述
べ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
「
称
名
」
に
つ
い
て
は
、

口
業
称
名
よ
り
も
意
念
の
方
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
。
止
観
念
仏
が
基
盤
に
あ
る
『
極
楽
遊
意
』
と
併
せ
て
読
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
本
願
解
釈
は
、
伝
源
信
撰
『
観
心
略
要
集
』
や
真
源
『
順
次
往
生
講
式
』
な
ど
に
お
い
て
、
十
念
往
生
を
認
め
つ
つ
も
止
観
の
実
践
を
推

奨
す
る
と
い
う
、
両
義
的
な
構
造
に
お
い
て
受
容
さ
れ
て
い
た
。

法
然
遺
文
を
管
見
す
る
と
、『
極
楽
遊
意
』
の
影
響
は
ほ
ぼ
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、『
四
十
八
願
釈
』
と
関
連
す
る
記
述
に
つ
い
て
は
散
見

さ
れ
る
。
第
一
に
、
四
十
八
願
の
一
々
の
願
の
名
称
に
つ
い
て
、
法
然
は
静
照
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
ま
た
、「
逆
修
説
法
」
の
第
十

九
願
解
釈
で
は
、
静
照
の
解
釈
に
基
づ
い
て
「
来
迎
正
念
」
説
を
構
築
し
た
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
阿
弥
陀
仏
の
来
迎

に
よ
っ
て
魔
の
障
難
が
対
治
さ
れ
る
と
い
う
説
示
や
、
仏
の
功
徳
を
目
に
見
え
る
よ
う
具
現
化
す
る
た
め
に
光
明
を
放
つ
こ
と
を
誓
っ
た
と

い
う
説
示
な
ど
に
、
静
照
の
影
響
が
読
み
取
れ
る
。

さ
ら
に
法
然
は
『
選
択
集
』
第
三
章
に
お
い
て
、
第
十
八
願
文
の
「
乃
至
」
と
「
下
至
」
と
を
同
義
語
と
見
な
し
、
そ
の
願
名
を
「
念
仏

往
生
の
願
」
と
定
め
る
が
、
そ
こ
で
も
静
照
の
解
釈
を
参
照
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
願
名
に
掲
げ
ら
れ
る
「
念
仏
」
が
散
心

の
口
称
念
仏
の
相
続
で
あ
る
こ
と
を
示
す
に
は
、
善
導
の
解
釈
に
依
ら
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
、「
善
導
一
人
、
総
じ
て
〈
念
仏
往
生
の
願
〉
と

云
へ
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
法
然
は
善
導
の
本
願
念
仏
説
を
基
準
と
し
て
、
両
義
的
な
静
照
の
著
述
を
取
捨
お
よ
び
会
通
し
て
お
り
、
ま
た

そ
う
し
て
取
り
入
れ
た
静
照
の
教
説
に
よ
っ
て
、
善
導
の
本
願
念
仏
説
を
補
強
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

法
然
遺
文
に
お
い
て
は
、
静
照
の
名
前
は
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
い
が
、「
十
二
箇
条
の
問
答
」
の
第
十
一
、
十
二
問
答
に
お
い
て
は
、
静
照

法
然
と
静
照
の
浄
土
教
―
四
十
八
願
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
―

三
九



の
第
十
六
願
解
釈
を
前
提
と
し
て
、
法
然
と
在
家
女
性
信
者
と
の
対
話
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
時
、
法
然
浄
土
教
に
興
味
を
寄
せ
る
者
の
間

で
、
静
照
の
本
願
解
釈
は
周
知
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〈
参
考
文
献
〉

井
上
光
定
『
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』
一
九
五
六
年
、
山
川
出
版
社

恵
谷
隆
戒
「
叡
山
静
照
の
浄
土
教
」
一
九
五
六
年
、『
印
仏
』
七

石
田
瑞
麿
『
浄
土
教
の
展
開
』
一
九
六
七
年
、
春
秋
社

佐
藤
哲
英
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究
（
研
究
篇
）』
一
九
七
九
年
、
百
華
苑

奈
良
弘
元
『
初
期
叡
山
浄
土
教
の
研
究
』
二
〇
〇
二
年
、
春
秋
社

今
回
の
研
究
を
進
め
る
中
で
、
知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所
の
研
究
主
任
、
藤
堂
俊
英
先
生
よ
り
、
多
く
の
こ
と
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

お
礼
申
し
上
げ
る
。

１
『
四
十
八
願
釈
』
の
巻
頭
に
「
庚
寅
ノ

歳
〔
冠
註
〕
一
条
院

御
宇
正
暦
元
年

秋
、
淹
二

留
ス
ル

河
路
ニ一

時
、
之
已
久
絶
テ二

談
論
ヲ一

、
遂
ニ

作
二

四
十
八
願
ノ
釈
ヲ一

」（『
続
浄
土
宗
全
書
』

四
、
一
頁
上
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

２
両
書
の
成
立
の
前
後
に
関
し
て
は
、
本
文
に
も
引
用
し
た
、『
四
十
八
願
釈
』
の
次
の
文
が
論
点
と
な
る
。

大
悲
利
物
ノ

願
、
其
レ

究
竟
セ
リ

。
何
故
、
但
説
テ二

無
三
悪
趣
一

、
不
レ

言
二

人
天
二
乗
及
小
菩
薩
功
徳
荘
厳
ヲ一

。
尚
恨
ラ
ク
ハ

其
少
コ
ト

、
豈
無
ム二

香
積
仏
等
ノ

殊

共
生
文
化
研
究
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勝
ノ

浄
土
一

耶
。

釈
曰
。
阿
弥
陀
仏
、
普
摂
二

衆
機
ヲ一

、
不
レ

捨
二

凡
下
一

、
欲
レ

令
二

皆
生
一

。
既
知
、
九
品
往
生
。
請
、
莫
レレ

嫌
フ二

其
小
一

耳
。
又
、
四
十
八
願
、
宜
レ

知
二

旨

趣
一

。
但
、
説
二

決
定
不
減
之
限
一

、
不
レ

言
二

其
無
広
博
厳
浄
一

。
故
云
二
「
天
眼
下
至
」
照
百
千
那
由
他
、「
乃
至
十
念
」
得
生
ト一
、
又
云
二
「
普
等
三

昧
」「
一
生
補
処
」
等
ト一

。
具
如
ト二

『
十
六
観
釈
』
一
云
云
。（『
続
浄
土
宗
全
書
』
四
、
一
頁
下
）

佐
藤
論
文
は
、
最
後
の
「
具
さ
に
は
十
六
観
釈
の
如
し
」
と
い
う
一
文
に
注
目
し
、
そ
の
「
十
六
観
釈
」
と
は
『
極
楽
遊
意
』
の
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
場
合
、『
極
楽
遊
意
』
に
は
『
往
生
要
集
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立
は
『
往
生
要
集
』
成
立
の
寛
和
一
（
九
八
五
）
年
よ
り
『
四

十
八
願
釈
』
成
立
の
正
歴
一
年
（
九
九
〇
）
ま
で
の
間
の
五
年
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
奈
良
論
文
は
、
右
の
文
の
「
十
念
得
生
」「
普
等
三
昧
」「
一
生
補
処
」
を
願
名
と
見
な
し
、
そ
れ
ら
が
『
四
十
八
願
釈
』
と
は
相
違
す
る
一
方

で
、
良
源
の
『
九
品
往
生
義
』
の
願
名
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
十
六
観
釈
」
と
は
、『
九
品
往
生
義
』
を
指
す
と
主
張
し
て
い
る
。

私
見
と
し
て
は
、
本
文
で
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
天
眼
下
至
」「
乃
至
十
念
」
お
よ
び
「
普
等
三
昧
」「
一
生
補
処
」
は
願
の
名
称
で
は
な
く
、
願

文
の
引
用
と
考
え
る
。『
極
楽
遊
意
』
を
見
る
と
、
第
九
「
無
量
寿
仏
身
想
」
に
「
こ
の
事
を
見
る
者
は
、
す
な
わ
ち
十
方
一
切
の
諸
仏
を
見
る
」
と
「
普

等
三
昧
」
を
想
わ
せ
る
記
述
が
あ
り
、「
一
生
補
処
」
に
関
し
て
も
、
第
十
四
「
上
輩
生
想
」
に
「
私
に
加
う
る
に
、
無
生
忍
を
悟
り
已
っ
て
、
娑
婆
に

還
来
し
、
広
く
有
縁
を
度
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、「
十
六
観
釈
」
は
『
極
楽
遊
意
』
を
指
す
と
考
え
て
も
矛
盾
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
も
っ

と
も
、
こ
れ
ら
の
話
題
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
浄
土
教
書
に
お
い
て
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
断
定
は
で
き
な
い
。

３
例
え
ば
、
石
田
論
文
に
お
い
て
は
、
叡
山
浄
土
教
が
『
観
経
』
中
心
で
あ
っ
た
中
で
、『
無
量
寿
経
』
に
重
点
を
置
い
た
「
先
駆
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。

４
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究

資
料
編
』
九
六
頁
。

５
奈
良
論
文
に
お
い
て
は
、「
下
輩
生
観
」
の
記
述
よ
り
静
照
自
身
の
悲
嘆
述
懐
と
も
受
け
取
れ
る
内
容
や
、
凡
下
の
自
覚
に
基
づ
く
称
名
念
仏
重
視
の
思

想
を
読
み
取
り
得
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

６
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究

資
料
編
』
一
〇
七
頁
下
〜
一
〇
八
頁
下
。

７
『
続
浄
土
集
全
書
』（
以
下
、『
続
浄
』
と
略
す
）
四
、
一
頁
上
。

法
然
と
静
照
の
浄
土
教
―
四
十
八
願
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
―

四
一



８
『
続
浄
』
四
、
一
頁
下
。

９
『
続
浄
』
四
、
二
頁
上
。

１
０
『
続
浄
』
四
、
二
頁
上
。

１
１
懐
感
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
巻
一
（『
浄
土
集
全
書
』
六
、
六
頁
上
）。

１
２
『
大
正
蔵
』
三
、
二
九
八
頁
ｃ
。

１
３
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
論
文
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

１
４
静
照
は
「
総
論
」
の
冒
頭
に
お
い
て
、「
法
蔵
比
丘
、
於
二

何
地
一

而
発
二

此
願
一

」
と
問
を
立
て
る
。
そ
の
回
答
と
し
て
、「
初
心
」
あ
る
い
は
「
真
位
」

と
い
う
二
説
を
挙
げ
る
が
、
前
者
に
し
て
も
「
若
干
功
徳
国
土
」
を
得
た
後
で
あ
り
、
全
く
の
仏
道
初
心
者
で
は
な
い
と
解
釈
し
て
い
る
（『
続
浄
』
四
、

一
頁
上
）。

１
５
『
続
浄
』
四
、
五
頁
上
。

１
６
『
続
浄
』
四
、
五
頁
上
〜
下
。

１
７
『
続
浄
』
四
、
五
頁
下
。

１
８
『
続
浄
』
四
、
五
頁
下
。

１
９
智
光
は
『
無
量
寿
経
論
釈
』
に
お
い
て
、『
無
量
寿
経
』
の
「
十
念
」
と
、『
弥
勒
所
聞
経
』
所
説
の
十
種
の
心
を
具
え
た
高
い
次
元
の
「
十
念
」
と
を
同

一
視
し
て
い
る
（『
宇
治
大
納
言

源
隆
国
編

安
養
集

本
文
と
研
究
』
九
四
〜
五
頁
）。
良
源
は
、『
極
楽
浄
土
九
品
往
生
義
』
の
第
十
八
願
釈
に
お

い
て
、
新
羅
の
浄
土
教
者
・
義
寂
（
七
世
紀
―
八
世
紀
）
の
解
釈
を
引
用
す
る
。
義
寂
お
よ
び
良
源
は
「
経
ル二

此
六
字
ヲ一

頃
ヲ

名
テ

為
ル二

一
念
ト一
」、「
此
ハ
説
ク下

専
心
ニ
称
ル二

仏
名
ヲ一

時
、
自
然
ニ
具
中

足
㹯
ヲ

如
レ

是
十
念
ヲ上

」
と
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
る
一
念
に
お
い
て
、
自
然
に
『
弥
勒
所
聞
経
』
所
説
の
十
種
の

心
が
具
わ
る
の
だ
と
記
す
が
、
そ
の
半
面
、「
専
心
ニ

称
レ

仏
、
非
二

余
念
ノ

間
ハ
ル
ニ
ハ

一

故
、
非
二

不
善
ニ一
不
下

雑
ル二

結
使
ニ一

念
ニ上

」
と
精
神
集
中
の
必
要
性
に
も
言
及

す
る
（『
浄
全
』
一
五
、
一
七
頁
下
〜
一
八
頁
上
、『
宇
治
大
納
言

源
隆
国
編

安
養
集

本
文
と
研
究
』
八
二
頁
）。

２
０
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究

資
料
編
』
九
五
頁
。

２
１
『
恵
心
僧
都
全
集
』
一
、
三
二
九
〜
三
三
一
頁
。

共
生
文
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２
２
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究

資
料
編
』
一
三
五
〜
一
三
七
頁
。

２
３
真
源
の
本
願
解
釈
は
、
第
十
七
願
よ
り
第
二
十
願
ま
で
を
一
連
の
も
の
と
見
な
す
点
や
、「
果
遂
」
の
誓
い
に
言
及
す
る
点
な
ど
、
法
然
よ
り
も
浄
土
真

宗
の
祖
・
親
鸞
と
共
通
す
る
点
が
多
く
見
ら
れ
る
。

２
４
「
無
量
寿
経
釈
」
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
古
層
」
部
の
み
を
検
索
の
対
象
と
し
た
。「
弥
陀
本
願
義
疏
」
に
つ
い
て
は
、
偽
撰
の
可
能
性
が
高
い
こ

と
か
ら
除
外
し
た
。

２
５
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』（
以
下
『
昭
法
全
』
と
略
す
）
二
七
、
七
四
、
八
七
、
二
五
一
、
二
五
二
、
三
一
八
、
三
二
〇
、
四
二
九
頁
。

２
６
『
昭
法
全
』
二
七
、
七
四
、
二
五
一
、
三
一
八
、
三
二
〇
、
四
二
九
頁
。『
三
部
経
大
意
』
で
は
「
不
更
悪
」
と
な
っ
て
い
る
。

２
７
『
昭
法
全
』
二
七
、
七
四
、
二
五
一
、
二
六
三
、
三
一
八
、
四
二
九
頁
。「
悉
皆
金
色
」
の
語
は
、『
観
世
音
菩
薩
授
記
経
』（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
五
四

頁
ａ
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

２
８
『
昭
法
全
』
二
七
、
七
四
、
二
五
一
、
三
一
八
頁
、
四
二
九
頁
。

２
９
『
昭
法
全
』
三
二
一
頁
。

３
０
『
昭
法
全
』
二
六
三
頁
。

３
１
『
昭
法
全
』
三
〇
、
三
二
頁
。「
逆
修
説
法
」
三
七
日
に
お
い
て
は
、
願
名
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
「
光
明
無
量
」
の
語
は
確
認
で
き
る
。

３
２
『
昭
法
全
』
三
一
、
三
二
、
二
四
八
、
二
四
九
頁
。

３
３
『
昭
法
全
』
三
一
頁
。『
和
語
灯
録
』
所
収
の
「
三
部
経
釈
」
に
は
記
さ
れ
な
い
。

３
４
『
昭
法
全
』
七
二
、
七
四
、
七
五
、
八
七
、
二
三
七
、
二
四
九
、
二
五
一
、
二
五
二
、
二
五
三
、
二
五
五
、
二
六
六
、
二
六
八
、
三
一
九
、
三
二
一
、
三

二
六
、
四
二
九
、
五
〇
八
、
五
〇
九
、
五
七
二
、
六
三
七
頁
。

３
５
『
昭
法
全
』
七
五
、
二
三
四
、
二
五
二
頁
。『
無
量
寿
経
釈
』
に
「
来
迎
ノ

願
」（『
昭
法
全
』
九
一
頁
）、「
示
或
女
房
願
」
に
「
ら
い
か
う
の
願
」（『
昭
法

全
』
五
九
〇
頁
）
と
記
さ
れ
る
。

３
６
『
昭
法
全
』
二
三
五
頁
。

３
７
『
昭
法
全
』
二
九
頁
。
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３
８
『
昭
法
全
』
七
五
、
二
五
二
頁
。「
逆
修
説
法
」
で
は
「
係
念
定
生
」
と
な
っ
て
い
る
。

３
９
『
昭
法
全
』
二
六
三
頁
。

４
０
『
昭
法
全
』
三
二
一
頁
。『
選
択
集
』
第
三
章
に
お
い
て
は
、
各
願
の
成
就
文
を
列
記
す
る
中
で
記
さ
れ
る
。「
願
成
就
ノ

文
ニ

云
ハ
ル下
〈
生
ル二

彼
ノ

国
ニ一
者
ノ
ハ

皆

悉
ク

具
中

足
ス
ト

三
十
二
相
ヲ上

〉
也
」（
土
川
本
・
三
五
〜
六
頁
）
と
い
う
成
就
文
と
表
記
を
一
致
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
の
名
称
を
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

４
１
『
昭
法
全
』
七
五
、
七
六
頁
。

４
２
『
昭
法
全
』
八
七
、
二
五
二
、
三
二
一
、
四
二
九
頁
。

４
３
『
昭
法
全
』
七
九
頁
。
元
亨
版
本
に
基
づ
い
て
翻
刻
し
た
。

４
４
『
恵
心
僧
都
全
集
』
一
、
四
三
五
〜
六
頁
。

４
５

『
昭
法
全
』
二
三
四
頁
。『
黒
谷
語
灯
録
写
本
集
成
』
一
、
一
四
七
〜
八
頁
。「
来
迎
正
念
」
に
つ
い
て
は
、「
三
部
経
釈
」「
大
胡
太
郎
実
秀
へ
つ
か
は

す
御
返
事
」「
正
如
房
へ
つ
か
は
す
御
文
」「
往
生
浄
土
用
心
」
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
説
示
に
お
い
て
は
静
照
の
名
に
触
れ
な
い
が
、「
三
部

経
釈
」
に
お
い
て
は
「
臨
終
現
前
」
と
い
う
静
照
の
第
十
九
願
の
名
称
を
受
用
し
て
い
る
。

４
６

第
十
九
願
を
「
来
迎
引
接
」
と
呼
称
す
る
人
師
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
懐
感
は
『
群
疑
論
』
巻
二
に
お
い
て
、
念
仏
に
よ
る
往
生
が
別
時
意

説
で
は
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
中
で
、「
二
ニ
ハ

法
蔵
比
丘
、
発
シ
テ

二

四
十
八
ノ

弘
誓
願
ヲ一

接
二

引
シ
テ

衆
生
ヲ一

欲
スレ

令
ン
ト

レ

生
セ二

仏
ノ

浄
土
ニ一
。
豈
ニ

将
テ二

別
時
之
意
ヲ一

、
而

発
シ
テ

二

弘
誓
ヲ一

引
二

接
シ
玉
ン
ヤ

衆
生
ヲ一

耶
」（『
浄
全
』
六
、
二
四
頁
上
）
と
、
本
願
に
よ
る
「
引
接
」
に
言
及
し
て
い
る
。

４
７
『
決
定
往
生
集
』
第
五
「
修
因
決
定
」、
第
六
「
別
明
一
念
十
念
」（『
浄
全
』
一
五
・
四
九
四
頁
下
〜
四
九
五
頁
下
）。

４
８
『
昭
法
全
』
二
三
五
頁
、『
黒
谷
上
人
語
灯
録
写
本
集
成
』
一
、
一
四
八
〜
一
五
〇
頁
。

４
９
『
浄
全
』
十
五
、
十
八
頁
上
〜
下
。

５
０
『
昭
法
全
』
二
三
五
頁
、『
黒
谷
上
人
語
灯
録
写
本
集
成
』
一
、
一
五
〇
〜
一
頁

５
１
法
然
は
、
魔
障
の
具
体
例
の
一
つ
と
し
て
、
天
台
止
観
に
よ
る
十
種
の
境
界
に
言
及
し
て
い
る
。
前
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
静
照
は
『
極
楽
遊
意
』
の
巻

末
に
お
い
て
、『
観
経
』
定
善
十
六
観
の
成
就
、
不
成
を
天
台
の
観
心
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
理
観
に
お
け
る
十
境
界

に
も
言
及
し
、「
そ
の
十
法
成
乗
お
よ
び
十
境
界
の
発
、
不
発
の
相
は
、
須
ら
く
止
観
を
学
ぶ
べ
し
。
或
い
は
問
う
て
止
観
を
解
す
る
者
は
、
修
習
し
て

共
生
文
化
研
究

第
五
号

四
四



対
治
せ
よ
云
云
」（『
叡
山
浄
土
教
の
研
究

資
料
編
』
一
〇
八
頁
下
〜
一
〇
九
頁
下
）
と
述
べ
て
い
る
。
あ
る
い
は
法
然
は
、
止
観
に
お
い
て
は
克
服
し

得
な
い
魔
の
障
難
を
も
、
称
名
念
仏
に
伴
う
来
迎
に
よ
っ
て
対
治
で
き
る
と
主
張
す
る
こ
と
で
、
静
照
の
両
義
的
な
浄
土
教
思
想
を
取
捨
し
な
が
ら
取

り
入
れ
る
と
い
う
立
場
を
も
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

５
２
『
昭
法
全
』
二
四
七
頁
、『
黒
谷
上
人
語
灯
録
写
本
集
成
』
一
、
一
八
九
頁
。

５
３
『
続
浄
』
四
、
四
頁
上
〜
下
。

５
４
『
昭
法
全
』
三
二
一
頁
。
土
川
勧
学
宗
学
興
隆
会
本
、
三
七
〜
八
頁
。

５
５
『
維
摩
詰
所
説
経
』
巻
十
に
、
香
積
仏
の
浄
土
に
お
い
て
は
声
聞
や
辟
支
仏
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。（『
大
正
蔵
』
五
五
二
頁
ａ
）。

５
６
『
続
浄
』
四
、
一
頁
下
。

５
７
『
昭
法
全
』
三
二
一
〜
二
頁
。
土
川
勧
学
宗
学
興
隆
会
本
、
三
八
〜
九
頁
。

５
８
「
念
仏
往
生
」
と
い
う
語
句
自
体
も
、
善
導
の
五
部
九
巻
の
う
ち
『
般
舟
讃
』
に
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。

５
９
『
昭
法
全
』
六
七
九
〜
八
〇
頁
。『
黑
谷
上
人
語
灯
録
（
和
語
）』
六
四
四
頁
上
〜
下
。

６
０
『
続
浄
』
四
、
五
頁
上
。

６
１
『
昭
法
全
』
六
八
〇
頁
、
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
一
五
『
黑
谷
上
人
語
灯
録
（
和
語
）』
六
四
四
頁
下
〜
六
四
五
頁
上
。

キ
ー
ワ
ー
ド

法
然
、
静
照
、
本
願
、
四
十
八
願
、
願
名
、
逆
修
説
法

（
さ
い
と
う

む
こ
う

東
海
学
園
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学
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学
部
・
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